
家畜衛生だより 
 

 

 

 

 

村山地方では今年も 5月中旬から２0℃を超えはじめ、６月に入り３０℃を超える日

がでてきました。特に豚は体温調節が苦手な動物です。過度な暑さは増体・繁殖成績の

悪化、死廃率の上昇等の原因になりますので、生産性を保つためにも、豚が快適に過ご

せる環境づくりをおこないましょう！！ 

 

畜舎環境 

○ 細霧とファンやダクト送風なども利用し、畜舎温度を下げましょう。 
 
○ 樹木（緑のカーテン）や遮光ネット等による直射日光の遮断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 畜舎屋根へのドロマイト石灰塗布や白色ペイントでの塗装 

（ドロマイト石灰：溶解熱が無く粘着性に優れ、畜舎消毒や暑熱対策などに使われま

す。） 
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ネットに植物を這わせる（兵庫県） 

石灰の吹きつけ（宮崎県） 

石灰塗布後、屋根裏温度が約１５℃、 

畜舎内温度が約５℃低下した例です 

（宮崎県）。 
農林水産省「暑熱対策リーフレット」より 

暑暑熱熱対対策策始めていますか？？ 

～豚編～ 

緑のカーテンの表と裏の温度差は      

７℃にもなるそうです。 

畜舎と緑のカーテンの隙間を        

風が通り抜けるように設置します！！ 

（例） 

ヘチマ・ゴーヤ・ヒョウタン・クズなど 

 見た目も 

涼しいです

ね 



飼養管理 

○ 新鮮な冷水を常に十分飲水できるよう、水の出を確認する。 

○ 密飼いを避ける。 

 

 

 

 

ペットボトルを用いた氷水滴下 

○ 2リットルのペットボトルに水を入れて凍らせ、 

母豚の背面に滴下すると、低コストで母豚を冷やすことができます。 
 

○ 滴下開始は朝の管理前が望ましい。 

（夏季は午前 9時ですでに体温・呼吸数が上がっています） 
 

 

○ 水滴が後頭部に落ちる場所に設置し、ファンで風を当てるとさらに効果的。 

 

ペットボトルを大量に凍らせるのは大変なので、 

豚舎の風通しの悪い場所で使うなど、工夫して試してみてください。 

熱射病のシグナル 

 

 

○元気・食欲の低下 
○目の充血 
○体温上昇 
○呼吸速迫 
○大量のよだれ など 

豚をよく観察して、早期

発見を！！ 


